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Various nutritional supplements have become available in recent years. However, health problems resulting from
the misuse of these supplements are on the rise, and have been attributed to a lack of knowledge among consumers. In
addition, a survey of university students revealed that approximately 20％ of students erroneously considered nutrition-
ally balanced supplements as substitutes for meals. Given this background, we conducted a questionnaire survey of ˆrst-
and fourth-year students at the Faculty of Pharmaceutical Sciences at Kobe Gakuin University with the objective of
elucidating factors such as the awareness of supplements among pharmacy students and whether these students had a su-
perior understanding of supplements compared to the general student population. Awareness of supplements among
students was determined in terms of the degrees of emphasis on meals and supplements in nutritional intake. The
proportion of students who essentially believed that ``nutritionally balanced supplements can be used as substitutes for
meals'' did not signiˆcantly diŠer between pharmacy students and the general student population. In addition, only 30％
of students had an accurate understanding of supplements. Following graduation, pharmacy students may become phar-
macists and thus be responsible for providing directions regarding usage of supplements. These ˆndings suggest that in
order to nurture professional pharmacists, it is necessary to ˆrst implement practical nutrition education and consumer
education to promote healthier dietary habits among the students themselves.
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緒 言

近年の健康食品ブームにより様々なサプリメント

が商品化されている．しかし消費者はサプリメント

に対して正しい知識を持たずに，それらの誤用によ

る健康被害が拡大している．14)

一般の大学生を対象とした栄養調整食品の利用に

ついてのアンケート調査では，栄養調整食品が食事

の代用になると考えた人が約 20％いた．そしてそ

の考えは，栄養調整食品の使用状況や使用目的と関

連していた．5)

一方，薬学部の学生は，将来薬剤師になるために

薬学関連の教育を受けている．また薬学部の学生は

医薬に関連する事柄を身近に感じている傾向があ

る．6)薬学部の学生はサプリメントに対してどのよ

うな認識を持っているのか，その実態を把握するこ

とを目的として神戸学院大学薬学部（以下，本学）

の学生を対象にアンケート調査を実施した．アン

ケート用紙では，「保健機能食品」と「いわゆる健

康食品」を含めてサプリメントという表記を使用

し，その旨をアンケート用紙に記載した．

方 法

調査は 2004 年 9 月第 2 週，3 週に渡り，神戸学

院大学薬学部在籍の 1 年次生 243 名（男性 82 名，

女性 161 名）と 4 年次生 201 名（男性 57 名，女性

144 名）の計 444 名を対象に，授業終了後アンケー
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ト用紙を配布した．回答は無記名とし，回答時間を

設けたのち学生自身の意思で提出することを促し

た．学生には，本研究の目的，方法，アンケート用

紙の使用目的と，その使用目的以外には使用しない

ことを口頭と文章の両方で説明した．さらにプライ

バシーの保護，匿名性，研究責任者との連絡法につ

いても口頭で説明した．

1. アンケート調査内容 アンケート用紙の構

成は，“学年”，“性別”のほかに“サプリメントに

ついての考え”（設問 1），“サプリメントに対する

関心の有無”（設問 2），“サプリメントについての

知識を学ぶ必要があると思うか”（設問 3），“サプ

リメントの相談にのることは薬剤師の仕事だと思う

か”（設問 4），“サプリメントに関する知識”（設問

57），“現在使用しているサプリメントの有無”（設

問 8），“現在のサプリメントの使用目的”（設問 9），

“過去に使用していたサプリメントの有無”（設問

10），“過去のサプリメントの使用目的”（設問 11）

であった（Fig. 1）．設問 24 は学生の態度（「ある

対象や状況に対してある程度一定した様式の反応を

方向付ける持続的な準備状態」という心理用語の意

味で用いた）について問うたものである．

“サプリメントについての考え”に関しては，学

生が栄養摂取の際に食事を基準としてサプリメント

をどのように使用するかについて，7 パターンを用

意し Yes, No で回答を求めた．そして Yes あるい

は No と回答した人数に偏りがある設問は分析に不

適切であると判断した．人数の偏りの基準は 80％

以上が同一回答のものとした．次に設問間の関連性

を検討するために，x2 検定を行った．危険率 5％未

満を持って有意とした．設問間で関連があったもの

については，回答数の偏りがより少ない設問の方を

残した．最終的に残った設問の回答結果の組み合わ

せで，栄養摂取において食事とサプリメントのどち

らを重視するかについて，サプリメントを全く否定

する群から食事よりもサプリメントを重視する群ま

での 4 群（以下，“サプリメント重視の程度”）を設

定し，学生を分類した．またこの 4 群を規定する要

因について検討するために，以下の 4 項目すなわち

“サプリメントに対する関心の有無”，“サプリメン

トについての知識を学ぶ必要があると思うか”，“サ

プリメントの相談にのることは薬剤師の仕事だと思

うか”，“サプリメントに関する知識”が影響を及ぼ

しているかどうかを調査した．さらに“サプリメン

ト重視の程度”と以下の 4 項目すなわち“現在使用

しているサプリメントの有無”，“現在のサプリメン

トの使用目的”，“過去に使用していたサプリメント

の有無”，“過去のサプリメントの使用目的”との関

連も分析した．

“サプリメントに関する知識”の設問は，2 年次

前期に開講される「食品・栄養化学」の講義で使用

されるテキストから，サプリメントに関する基本的

な内容を抜粋し作成した．設問 56 の正解数と，設

問 7 でチェックを付けられた数を合計したものを

“サプリメントに関する知識”の程度とみなした．

2. 統計学的解析 統計解析には，統計ソフト

SPSS（エス・ピー・エス・エス株）を用いた．

2-1. “サプリメント重視の程度”と以下の 3 項

目“サプリメントに対する関心の有無”，“サプリメ

ントについての知識を学ぶ必要があると思うか”，

“サプリメントの相談にのることは薬剤師の仕事だ

と思うか”との関連 クロス集計表を作成し，ク

ロス集計表を元に x2 検定を行った．危険率 5％未

満を持って有意とした．

2-2. “サプリメント重視の程度”と“サプリメ

ントに関する知識”の程度との関連 “サプリメ

ントの重視の程度”による“サプリメントに関する

知識”の程度の違いについて一元配置分散分析を用

い，危険率 5％未満を持って有意とした．

2-3. “サプリメントの重視の程度”と以下の 4

項目“現在使用しているサプリメントの有無”，“現

在のサプリメントの使用目的”，“過去に使用してい

たサプリメントの有無”，“過去のサプリメントの使

用目的”との関連 クロス集計表を作成し，クロ

ス集計表を元に x2 検定を行った．危険率 5％未満

を持って有意とした．さらに x2 検定の結果，有意

であったものについて残差分析を行った．危険率 5

％未満を持って有意とした．

結 果

309 名（1 年次生 188 名，4 年次生 121 名）から

回答が得られ，回収率は 70％であった．回答者の

性別は，男性 82 名，女性 216 名，性別未回答 11 名

であった．回答結果を Fig. 1 に示した．

1. “サプリメントの重視の程度” 設問 1 の a

g のうち，Yes あるいは No と回答した人数に偏り
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Fig. 1. The Questionnaire Form Distributed to Students, and the Results of their Responses
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があった設問は，b, d, f, g の 4 問であり，これらは

分析に不適切であると判断した．残る a, c, e の 3

問間の関連性を検討したところ，a と c は関連があ

った（Table 1）ので，このうち回答数の偏りがよ

り少ない a の結果を，a と c の代表値とした．e は

独立しているとみなした．よって分析に使用する設

問項目は a と e とした．a と e の 2 問に対する回答

により，以下の 4 群に分類した．

◯ “サプリメント否定群”（aYes eYes）

栄養素を摂取するには食事だけで十分である．仮

に栄養素を食事で摂取できない場合でも，その不足

栄養素をサプリメントでは補うことができないと考

える．

◯ “食事重視・サプリメントで補う群”（aYes

eNo）

栄養素摂取するには食事が基本であると考える

が，食事で栄養素が摂れない場合はサプリメントで

補えると考える．

◯ “食事・サプリメント両立群”（aNo eYes）

食事には食事でしか補えないものがあり，サプリ

メントにはサプリメントでしか補えないものがある

と考える．

◯ “サプリメント重視群”（aNo eNo）

食事の栄養素の不足分はサプリメントで補える．

サプリメントは食事で栄養素を摂っていても必要で

あると考える．

以上の 4 群のうち，◯“食事重視，サプリメント

で補う群”を“サプリメント重視の程度”において

正しい認識であるとみなした．また“サプリメント

重視の程度”は，◯“サプリメント否定群”，◯“食

事重視・サプリメントで補う群”，◯“食事・サプリ

メント両立群”，◯“サプリメント重視群”の順に増

すと捉えた．

未回答者 19 名を除く 290 名を上述の 4 群に分類

した比率は，◯“サプリメント否定群”は 33％，◯２

“食事重視・サプリメントで補う群”は 30％，◯３

“食事・サプリメント両立群”は 18％，◯４“サプリ

メント重視群”は 19％であった（Fig. 2）．

2. “サプリメントに関する知識” 設問 56 の

正解数と，設問 7 でチェックを付けられた数の合計

の平均は 7.8 であり，最高値は 11，最低値は 3 で

あった．また標準偏差は 1.6 であった．

3. “サプリメント重視の程度”と以下の 3 項目

“サプリメントに対する関心の有無”，“サプリメン

トについての知識を学ぶ必要があると思うか”，“サ

プリメントの相談にのることは薬剤師の仕事だと思

うか”との関連

3-1. サプリメントの重視の程度による関心の有

無の違い それぞれの群においてサプリメントに

関心があると答えた学生の比率は，◯“サプリメン
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Table 1. Relationship between Responses to Questions

c. 食事をきちんと摂っていてもサプリメントを摂
取しなければ全ての栄養素を摂取することはで
きない

Yes No

p 値

a. 食事をきちんと摂っていれば栄養素は足りて
いるのでサプリメントを摂取する必要はない

Yes n＝184 22％ 78％
＜0.01

No n＝108 48％ 52％

x2 検定．

e. 食事をきちんと摂っていなくて栄養素が不十分
であってもサプリメントで補うことはできない

Yes No

p 値

a. 食事をきちんと摂っていれば栄養素は足りて
いるのでサプリメントを摂取する必要はない

Yes n＝181 52％ 48％
n.s.

No n＝109 49％ 51％

x2 検定，n.s.：not signiˆcant.

e. 食事をきちんと摂っていなくて栄養素が不十分
であってもサプリメントで補うことはできない

Yes No

p 値

c. 食事をきちんと摂っていてもサプリメントを
摂取しなければ全ての栄養素を摂取すること
はできない

Yes n＝92 53％ 47％
n.s.

No n＝197 50％ 50％

x2 検定，n.s.：not signiˆcant.

Fig. 2. The Proportion of Subjects Classiˆed into Each
Group according to the Degree of Emphasis on Supplements

The degree of emphasis on supplements among students was categorized
into 4 levels based on combinations of responses to the ˆrst question. The
number of subjects classiˆed into each level of emphasis on supplements is
displayed as a proportion of the total number of subjects.
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ト否定群”では 69％，◯“食事重視・サプリメント

で補う群”では 66％，◯“食事・サプリメント両立

群”では 75％，◯“サプリメント重視群”は 73％で

あった．“サプリメント重視の程度”と“サプリメ

ントに対する関心の有無”に有意な関連は認められ

なかった（Table 2）．

3-2. サプリメント重視の程度による，サプリメ

ントについての知識を学ぶ必要があると思う意識の

違い それぞれの群において，サプリメントにつ

いての知識を学ぶ必要があると思う学生の比率は，

◯“サプリメント否定群”では 91％，◯“食事重視・

サプリメントで補う群”では 86％，◯“食事・サプ

リメント両立群”では 94％，◯“サプリメント重視

群”では 89％であった．“サプリメント重視の程度”

とサプリメントについての知識を学ぶ必要があると

思う意識に有意な関連は認められず（Table 2），サ

プリメント重視の程度に関係なく，約 90％の人が

サプリメントについての知識を学ぶ必要があると感

じていた．

3-3. サプリメント重視の程度による，サプリメ

ントの相談にのることは薬剤師の仕事だと思う意識
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Table 2. Relationship between Degree of Emphasis on Supplements and Subject's Attitudes

態 度
サプリメント

否定群
n＝91

食事重視・サプリ
メントで補う群

n＝84

食事・サプリメント
両立群
n＝53

サプリメント
重視群
n＝51

p 値

関心があるか

はい 69％ 66％ 75％ 73％
n.s.

いいえ 31％ 34％ 25％ 27％

知識を学ぶ必要があると思うか

はい 91％ 86％ 94％ 89％
n.s.

いいえ 9％ 14％ 6％ 11％

相談にのることは薬剤師の仕事だと思うか

思う 81％ 87％ 83％ 78％

n.s.思わない 1％ 1％ 4％ 0％
わからない 18％ 12％ 13％ 22％

x2 検定，n.s.：not signiˆcant.

Table 3. Relationship between Degree of Emphasis on Supplements and Level of Knowledge regarding Supplements

サプリメント
否定群
n＝89

食事重視・サプリ
メントで補う群

n＝83

食事・サプリメント
両立群
n＝50

サプリメント
重視群
n＝53

知識の程度（mean±S.D.） 7.6±1.6 7.7±1.4 7.8±1.5 8.1±1.8

ANOVA, not signiˆcant.

Table 4. DiŠerences in Current Usage between DiŠerent Degrees of Emphasis on Supplements

サプリメント
否定群
n＝94

食事重視・サプリ
メントで補う群

n＝85

食事・サプリメント
両立群
n＝53

サプリメント
重視群
n＝55

サプリメント現在使用 23％ 24％ 40％ 55％

サプリメント現在不使用 77％ 76％ 60％ 45％

x2 検定，p＜0.01.

1468 Vol. 127 (2007)

の違い それぞれの群において，サプリメントに

ついての相談を薬剤師の仕事だと思っている学生の

比率は，◯“サプリメント否定群”では 81％，◯

“食事重視・サプリメントで補う群”では 87％，◯

“食事・サプリメント両立群”では 83％，◯“サプ

リメント重視群”は 78％であった．“サプリメント

重視の程度”とサプリメントの相談にのることは薬

剤師の仕事だと思う意識に有意な関連は認められな

かった（Table 2）．

4. “サプリメント重視の程度”と“サプリメン

トに関する知識”の程度との関連 “サプリメン

ト重視の程度”で分類された群毎に，“サプリメン

トに関する知識”の程度の平均値を算出した．群毎

の比較では，知識の程度に有意な差はみられなかっ

た（Table 3）．

5. “サプリメント重視の程度”とサプリメント

の使用有無との関連

5-1. サプリメント重視の程度による現在の使用

有無の違い 現在使用しているサプリメントがあ

る人の比率を Table 4 に示した．◯“サプリメント

否定群”で 23％，◯“食事重視・サプリメントで補

う群”で 24％，◯“食事・サプリメント両立群”で

40％，◯“サプリメント重視群”で 55％であった．

x2 検定の結果，人数の偏りは有意であった（ p＜

0.01）．そこで残差分析を行った結果，Table 5 にみ

られるように，サプリメント重視群ではサプリメン

トの現在の使用率が高くなった（p＜0.01）．したが

って，サプリメントを使用している人は，サプリメ
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Table 5. Adjusted Residual Analysis of Table 4

サプリメント
否定群

食事重視・サプリ
メントで補う群

食事・サプリメント
両立群

サプリメント
重視群

サプリメント現在使用 －2.28 －2.07 1.23 3.91

サプリメント現在不使用 2.29 2.07 －1.24 －3.91

残差分析，：p＜0.05，：p＜0.01.

Table 6. DiŠerences in Previous Usage between DiŠerent Degrees of Emphasis on Supplements

サプリメント
否定群
n＝86

食事重視・サプリ
メントで補う群

n＝83

食事・サプリメント
両立群
n＝53

サプリメント
重視群
n＝51

サプリメント過去使用 36％ 35％ 51％ 59％

サプリメント過去不使用 64％ 65％ 49％ 41％

x2 検定，p＜0.05.

Table 7. Adjusted Residual Analysis of Table 6

サプリメント
否定群

食事重視・サプリ
メントで補う群

食事・サプリメント
両立群

サプリメント
重視群

サプリメント過去使用 －1.54 －1.75 1.33 2.56

サプリメント過去不使用 1.54 1.75 －1.33 －2.56

残差分析，：p＜0.05.

1469No. 9

ントを好意的に判断しがちであると言える．

5-2. サプリメント重視の程度による過去の使用

有無の違い 過去に使用していたサプリメントが

ある人の比率を Table 6 に示した．◯“サプリメン

ト否定群”で 36％，◯“食事重視・サプリメントで

補う群”で 35％，◯“食事・サプリメント両立群”

で 51％，◯“サプリメント重視群”で 59％であった.

x2 検定の結果，人数の偏りは有意であった（ p＜

0.05）．そこで残差分析を行った結果，Table 7 にみ

られるように，サプリメント重視群ではサプリメン

トの現在の使用率が高くなった（p＜0.05）．したが

って，サプリメントを使用したことがある人は，サ

プリメントを好意的に判断しがちであると言える．

6. “サプリメント重視の程度”とサプリメント

の使用目的との関連

6-1. サプリメント重視の程度による現在の使用

目的の違い “サプリメント重視の程度”と“現

在のサプリメントの使用目的”に有意な関連は認め

られなかった．そして現在サプリメントを使用して

いる人の使用目的として，“健康の維持増進のため”

と“不足した栄養分を補うため”と回答した人が多

かった（Table 8）．

6-2. サプリメント重視の程度による過去の使用

目的の違い “サプリメント重視の程度”と“過

去のサプリメントの使用目的”に有意な関連は認め

られなかった．そして過去にサプリメントを使用し

ていた人の使用目的として，“健康の維持増進のた

め”と“不足した栄養分を補うため”と回答した人

が多かった（Table 9）．

考 察

既存の調査結果からは，サプリメントを摂取する

傾向がある人には，大きく 2 つのタイプがあると見

受けられる．1 つは，朝昼夕の 3 食をきちんと取っ

ている人や栄養に関心があるようないわゆるヘルス

コンシャスな人，5,7,8)もう 1 つは欠食習慣があった

り食事時間が不規則であったりするなど栄養素の不

足を感じている人や，体調の不良を感じている

人9,10)である．

本研究では，サプリメントの現在使用者も過去使

用者も使用目的として「健康の維持増進のため」や

「不足した栄養分を補うため」と回答した人が多か
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Table 8. Relationship between Degree of Emphasis on Supplements and Purpose of Current Use

現在の使用目的（複数回答)
サプリメント

否定群
n＝21

食事重視・サプリ
メントで補う群

n＝20

食事・サプリメント
両立群
n＝21

サプリメント
重視群
n＝28

p 値

健康の維持増進のため 67％ 60％ 52％ 43％ n.s.
不足した栄養分を補うため 43％ 35％ 52％ 61％ n.s.
食事のアンバランス是正のため 19％ 15％ 29％ 29％ n.s.
美容・ダイエットのため 38％ 30％ 57％ 32％ n.s.
体力増強のため 10％ 20％ 0％ 14％ n.s.
友人等に勧められて 0％ 0％ 5％ 4％ n.s.

n.s.：not signiˆcant.

Table 9. Relationship between Degree of Emphasis on Supplements and Purpose of Previous Use

過去の使用目的（複数回答)
サプリメント

否定群
n＝31

食事重視・サプリ
メントで補う群

n＝29

食事・サプリメント
両立群
n＝26

サプリメント
重視群
n＝29

p 値

健康の維持増進のため 58％ 48％ 65％ 52％ n.s.
不足した栄養分を補うため 45％ 35％ 54％ 41％ n.s.
食事のアンバランス是正のため 10％ 14％ 31％ 31％ n.s.
美容・ダイエットのため 36％ 45％ 39％ 31％ n.s.
体力増強のため 19％ 14％ 8％ 17％ n.s.
友人等に勧められて 3％ 3％ 0％ 3％ n.s.

n.s.：not signiˆcant.
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った．本学薬学部生のサプリメント使用者は，既存

研究の 2 つのタイプが集まっていると言える．

緒言で述べたように，一般の大学生を対象とした

調査結果では栄養調整食品が食事の代用になると考

えた人は約 20％であった．5)本研究でその考え方に

最も近いものは◯“サプリメント重視群”であると

思われる．本学薬学部生の◯“サプリメント重視群”

は 19％であり，薬学生と一般大学生とで比率はほ

とんど変わらなかった．薬学部生では，サプリメン

トについて正しく認識している人が多いと予想して

いたが，正しく認識している人すなわち◯“食事重

視・サプリメントで補う群”はわずか 30％であっ

た．サプリメントを必要以上に重視する傾向のある

人すなわち◯“食事・サプリメント両立群”と◯“サ

プリメント重視群”は，合わせて約 40％であった．

学生の約半数が栄養摂取において正しい食生活が基

本であることを知覚せず，興味本位でサプリメント

を使用し依存することに対して抵抗を感じていない

危険性が示唆された．

さらに本研究では，サプリメント否定群でも約

70％の人が健康維持増進のために現在サプリメント

を使用していた．またサプリメントを正しく認識し

ている人は，「不足した栄養分を補うため」や「食

事のアンバランスのため」というような使用目的を

回答する人の比率が他の群より多いと予想していた

が，有意な差はなかった．これらのことより，サプ

リメントを使用する行動と認識のずれがある現状が

うかがえた．

本学の場合，ほとんどの学生が卒業後病院や薬局

の薬剤師になる．薬剤師は患者に対してサプリメン

トについての正しい情報を提供し，指導する専門的

な立場にある．薬剤師には，食品，サプリメント，

疾病，医薬品，食生活や運動を含む健康管理，疾病

予防などを総合的に理解し状況に応じて判断する能

力が要求される．在学期間中にその能力を習得する

ための前提として，学生自身が正しい食生活を理解

し，なおかつサプリメントについて正しい認識を持

つことが重要であると考える．また虚偽，誇大な宣

伝広告を見極めることも必要であろう．したがって

実践的な栄養教育や消費者教育といった基礎的な教

育を充実させることが，急務の課題であると思われ

る．

また，学生が興味を持つとされる美容・ダイエッ

ト関連のサプリメントを卑近な例として教材に取り
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上げることで，サプリメント教育初期の導入部的な

役割を果たすといったカリキュラム構成上の工夫も

有効であろう．

日本薬学会が平成 14 年に制定した「薬学教育モ

デル・コアカリキュラム」では，薬学専門教育の中

に「C18 薬学と社会(3) コミュニティーファーマ

シー」の項目が入っており，その中の〔OTC・セ

ルフメディケーション〕の到達目標として「サプリ

メント，保健機能食品について概説できる．」と記

載されている．また「薬学教育実務実習モデル・コ

アカリキュラム」では薬局実習の中に，「（4) 薬局

カウンターで学ぶ《一般用医薬品・医療用具・健康

食品》」の項目が入っており，到達目標として「セ

ルフメディケーションのための健康食品などを適切

に選択・供給できる．」と記載されている．本学に

おける 6 年制教育の新カリキュラムでは，薬剤師と

しての基本的な教育を終了したあとに，専門的な能

力を高めるためにアドバンスト教育を行うことにな

っている．教育単位としてサプリメントに関する講

義はこのアドバンスト教育で行われる予定である．

今回，薬学生を対象としたサプリメントに対する

アンケート調査を実施した結果，サプリメントに対

して正しい認識を持っている学生が少ないことが明

らかとなった．そして専門家の育成の前に，実践的

な栄養教育と消費者教育の必要性が示唆された．今

後薬学教育の影響がサプリメントの認識にどのよう

に関連しているか，さらなる調査を行いカリキュラ

ムの検討に役立てていく予定である．

謝辞 本調査を行うに当たり，ご理解頂き貴重

な授業時間をご提供くださいました先生方，また協
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